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「まなぶ・かかわる・つくりだす:フィールドワークの現場からみえてくる世界」

[基調講演] 開発援朗の合目的課題
対アフリカ援助と現場主義

みなさん，こんにちは。JICAの庵原と申します。

今回はこのようなアフリカ関係のシンポジウムに

参加させていただきありがとうございます。 この

ような機会を与えていただいた事務局のみなさま

に厚く御礼申し上げます。

今回このシンポジウムの標語として使われてい

る「まなぶ・かかわる・っくりだす:フィールド

ワークの現場からみえてくる世界J，これは実は私

ども開発援助にかかわる者にとってはいままさに

求められているもの， という気がし、たしましてた

いへんタイムリーな企画と感心しております。 今

JICAは「現場主義jを掲げておりまして， 最終受

揺.者である住民たちがもっとも望んでいることが

何かを知り， そのフレームワークの中でいかに効

果的かっ効率的に援助を実施するかを考えており

ます。 『まなぶ・かかわる・っくりだすJ， フィー

ルドワークの現場で考え， それを実践する開発援

助， これがわれわれ実務者の開発援助の今日的課

題であると思っております。

『アフリカ問題」は世界のテーマ
紛争・早魅・貧困に悩まされるアフリカの人び

とは， いま大変厳しい環境におかれています。 開

発援助を考えるとき， 現場主義と人間の安全保障

は現在のキーワードだと考えます。 難問を抱え苦

闘するアフリカについて「国際社会は今後どのよ

うに支援し， アフリカの人々を貧困の民から脱出

させていくかJ， これは私ども21 世紀に生きる人

たちにとって， たいへんに大きな課題となってい

ます。 日本の首脳の方々は， アフリカの問題を解

決することなくして，21 世紀の国際社会の平和と

繁栄は維持できないと， 何度も繰り返し言ってい

ます。 「アフリカ問題Jは2 000年以降， 常にG8

庵原宏義

サミットのテーマとなっているグローバル イシュ

ーなのです。 いま世界はイラク問題・パレスチナ

問題・アフガニスタン問題などに直面して大きく

揺れ動いていますが， それと同じレベルで、重要か

っ困難な問題が「アフリカの問題J です。 今回は

よい機会と思いますので， このシンポジウムを通

じてみなさんとともにアフリカの問題を考えてい
きたいと思っています。

アフリカは実に多様な社会です。 一口にアフリ

カという言葉で何かを語ることはたいへん不遜で、

あり適切ではないと思います。 私のアフリカでの

経験は1983年の大飢健の際のエチオヒ。アへの出

張と， 2 001年から2年間のエチオピア滞在， その

ほかケニア・タンザニア・南アフリカへの何回か

の出張， モザンピーク・マダガスカルへの1回の

出張があるだけです。 このわずかな経験であの広

大で多様なアフリカを語る資格があるとは思って

いません。 ですからアフリカについての書物や深

い経験をもっ方々との意見交換を通じて私が得た

こと・感じたこともあわせてお話したいと思いま

す。 そしてそれが次のパネルデ、イスカッションへ

のつなぎとして少しでもお役に立つことができれ

ば光栄と思っております。

アフリカ大陸には53 カ国プラス1地域があり

ます。 通常アフリカという時にはサブサハラ以南

の47カ国のことを言っております。いかに広大か

をご理解し、ただけると思います。 先ほど申し上げ

たようにアフリカ問題はグローバルイ、ンューであ

り，貧困・食料危機・HIV/AIDS・ジェンダー問題・

テロ・環境問題について， アフリカはいずれの課

題においてもたいへん深刻にかかわっています。

アフリカ問題にかかわることによって， 将来の地

球のため， 次世代のため， 私どもが改善していか
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な けれ ばな ら な い グ ロ ーパルイ 、ンュ ーにつ いての

解決への糸口を 見出す こ と がで き る の ではないか，
と 思っ て い ま す。

アフリ力の抱える さまざまな問題

さ て ， ま ず貧困問題につ い て 触れてみた い と 思

し 、 ま す。 統計に よ れば， ア フ リ カ に住 む人 び と の

約半数の人 た ち が 1 日 1 ドル以下の生活を し て い

る と い われ て い ま す。 こ の数字は 1 0 年前には 2 億

3000 万 人 だ っ た の です が 今 日 で は そ れ が 3 億

1 000 万人に増 加 し て い ま す。つ ま り 数字で比較す

る 限 り ア フ リ カ では さ ら に貧困 が拡が り つつあ る

と いうわけ です。 1 960 年代の貧困地域 と い え ば南

ア ジア の こ と で し た。 そ の南ア ジア は 10 年前， 貧

困 の割合が 45%だ、 っ た も の が現在では 36%に減

少 し て い ま す。 つ ま り ア フ リ カ を 除 く と ， ほ と ん

ど の地域で貧 困 問題は減少 し て い る のに対 し て ，

ア フ リ カ はむ し ろ深刻化 し て い る と み る こ と が で

き る で し ょ う。

例え ば， エ チ オ ピア は こ こ 数年国民 1 人 当 た り

の GDPは約 100 ドル と 言 われて い ま す。 みな さ ん

ご存知で し ょ うが， 日 本の 1 人 当 た り GDPは約 3

万 2000 ド 、ル で、す。 こ の数字が端的に物語 っ て い る

の はエ チ オ ピア 人の 1 年の生産能力 と 日 本人の 1

日 の生産能 力 が ほぼ等 し い と いう こ と です。 私は

エ チオ ピア で も 日 本で も さ ま ざ ま な人生経験 を し

て き ま し た が ， こ の よ うに大 き な経済格差を放置

し て よ い も の だ ろうか と 胸が痛んでな り ま せん。

こ れは ， グ ロ ーパルな競争社会におい て あ る 国 が

世界経済の 中 で周縁化 さ れ る と ， 落ち こ ぼれ社会

は ま す ま す貧 し い状況に取 り 残 さ れて し ま う と い

う こ と を示 し て い る の で は な い で し ょ うか。 経済

指標だ け でみれ ば世界で最 も 貧 し い国の一つであ

る エチ オ ヒ。 ア は今後 ま す ま す厳 し い状況に置かれ

る 可能性が強い こ と を意味 し て い る わ けです。 し

か も 農村地帯で は最近， 異常気象に よ る 早越 と 飢

健の発生が噌加 しつつ あ る と の 報告 も 出 さ れて い

ま す。

日 本の場合は， 全人口に 占 め る 農業就業人口の
割合は 4%程度 ( 総務省統計局の公開のデータに よれ

ば， 農業就業人口は約 400万人) だ と 記憶 し て い ま す

が ， エ チ オ ヒ。アの場合は約 85%.そ のうち の60%

強が自給自足経済的農業の中で暮らしていると言

われて お り ま す。 ま た ， 他 の ア フ リ カ 諸国では こ

れ よ り 少 し 下 ま わ る か も し れ ま せんが似た よ うな
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傾向にあ り ま す。 そうしづ状況で あ り な が ら 1 人

当 た り の 生 産 指 標 は 1 37キ ロ で あ り ， 毎 年 平

年作であ っ て も 約 20キ ロ は穀物 が不足す る 状況

です。エ チ オ ピ ア 全体 の 60%が農民で あ る に も か

かわ ら ず食料が不足 し て い る 。 日 本の 場合 は全食

料エネ ル ギーの 5 割程度 を 輸入に依存 し て い ま す

が， それで も わずか 4%程度の専業農家が稲作等

の農業にかかわ っ て ， 主食の米は余剰状態が生 じ

て い る 。 こ ういう統計上の指標 を 見 る と 考え る べ

き 課題 は深刻だ と 言わねばな り ま せん。

と く に経済に関 し て 言 え ば 1 960 年 代 の 前半に

は， ア フ リ カ 経 済 は東南ア ジア ・ 東 ア ジ ア の経済

と 比較 し て遜色はな か っ た よ うです。 そ の 当 時の

最貧困は南ア ジア で し た。 た と え ばガ ーナやザン

ビ ア は韓国や タ イ よ り 1 人 当 た り GNPは 高 か っ

た し ， 産業構造の似た農業主体の石油 産 出 国の 例

で比較す る と ， ナ イ ジエ リ ア はイ ン ド ネ シ ア よ り

も 経済状況は よ かっ た。 と こ ろ が こ の1 0 年間 の

GDP 成長 率 は ア フ リ カ の 場合 2. 1%. 人 口増 は

2.8%. し たが っ て 1 人 当 た り GDPは減少 し 貧 困

は増大 し て い る わ け です。 貿易面 で も . 1980 年代

に 世界貿易に占 め る ア フ リ カ の割合は 3%だ、っ た

のですが， それが 1998 年には 1. 3%. し か も こ の
う ち の 40%は南ア フ リ カ が 占 め て い ま す。 つ ま り

他の 46 カ 国が残 り の わずか 0.8%を、ンェ ア し て い

る にす ぎな い。 ア フ リ カ は世界経済の なか でほ と

ん ど無視 さ れて し ま う よ うな状況に置かれ て し ま

っ た わ け です。

そ こ で私が 申 し 上 げ た い の は そ の原因は なにか

と いう こ と です。 ひ と つは ア フ リ カ では政治が混

乱 し ， 紛争が多発 し た と いう こ と 。 それか ら 早越

と 食糧危機が 起 き た こ と 。 さ ら に社会 主義の失敗

と 民主化の遅れ。 別の視点か ら 見 る と 労働 生産性

の低 さ 。 ま た 民間企業の活動が活発では な い こ と 。

し か も 国内の資本蓄積がわずかであ る た め 産業発

展 さ せ る には海外投資に依存せ ざ る を 得 な いの で
すが， 海外の投資家か ら 見れば， ア フリカ は例え
ば資源、は豊富で・あ っ て も カ ン ト リ ー リ ス ク が高 く

イ ン フ ラ も 未整備の た め あ ま り 魅力的に映 ら ず，

海外投資 も すす ま な いの で投資が入 ら ず， 民間企

業の活動は どう し て も 停滞 し て し ま う。 最後 の 点

はエチオ ピ ア の コ ー ヒ ー， ガーナの コ コ ア な ど主

要な輸出作物(一次産品)の国際市況が揺れ動くこ

と です。 コ ー ヒ ーの場合， ア ジア の新興コ ー ヒ ー

輸出国の生産過剰に よ っ て 国際価格が半分に下落
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し て し ま い ま し た。 こ の よ うな状況が ア フ リ カ 経

済 の成長 と 発展に大 き く 影響を 与 え て い ま す。 そ

の他に HIV/AIDS， こ れ も ア フ リ カ の 大 き な 問題

です。 世界全体で 3600 万 人がHIV/AIDS に感染 し

て お り ， そ の う ち の 大半 ( 2500万人) はア フ リ カ

と 言われて い ま すが， ア フ リ カ の経済社会 は こ れ

に よ り 大 き な打撃を受 け て い ま す。

エチオピアの魅力

ア フ リ カ 全体の話をする と 漠然 と な り が ち なの

で ， ケ ー ス ・ ス タ デ ィ ー と し て 私が深 く かかわ っ

た エ チ オ ピアについて の状況を ご説明 し た い と 思

い ま す。 エ チオ ピ ア の 国 土 は 日 本の 3 倍， 人口は

日 本の60% (6700万人)， 政治的には社会主義か ら

民主化への道 を ゆ っ く り と 進んでいる と こ ろ です。

大 き な 問題は こ の数十年間， 紛争 と 政治の 不安定

の た め経済活動が き わ め て 停滞 し て いた こ と です。

エチオ ヒ。 ア は地勢学上， ま た膝史的に も 非常に

ユニー ク な 国 で し て， 私に と り ま しで も た いへん

魅力的な国であ り ま す。 われわれの想像を越え た

興味深い多 く の歴史 と 文化 を エ チ オ ピ ア社会は も

っ て い ま す。 私が 見て き た 40 か ら 50 カ 国ほ どの

開発途上国 の な かで， こ ん なにユニ ー ク で興味深

い国は初め て で し た。

エ チ オ ピ ア 文化のユニー ク さ については， ま ず

食に関 し て はイ ン ジ ェ ラ と いう も のが あ り ま す。

ま たモ ロ コ シ ( ソルガム) や ト ウ モ ロ コ シ ( メイズ)

も 食べます。 言葉は ア ムハ ラ 語が公用 語 と し て 主

に用 い られて き ま し た。 カ レ ン ダー は ジ ュ リ ア ン

暦 と い い ま し て 普通の西暦 と は 8 年ずれて い ま す

し ， 1 年が 1 3 カ 月 あ り ま す。 も うひ と つ多 く のエ

チ オ ピ ア 人 が た いへん誇 り と し て い る のはエチオ

ピ ア 正教， つ ま り カ ソ リ ッ ク 教会 が で き る 前か ら

あ っ た キ リ ス ト 教です。 彼 ら は非常'に信心深い人

び と です。 断食や安息 日 が た く さ ん あ り ま し て そ

れが労働生産性に影響を 与 えて い る か も しれませ

ん。 教会への寄付 も 非常に名誉なこ と だ と 考え ら

れ て い ま す。 こ こ で紹介 し た言葉 ・ 主食 ・ 暦 ・ 宗

教の いずれ を と っ て も エ チ オ ピア以外の国で用 い

ら れて い る こ と は あ り ま せん。 こ の よ うに， キ リ

ス ト 教の歴史が 長い国ではあ り ま すが， 近年除 々

にイ ス ラ ム 教徒 も 増 え て き ま し て ， 現在では人口

の約半数を占め る にいた っ て い ま す。

も うひ と つ興味深い点は， 人類祖先 の揺 り か ご

と いわれて い る 点です。 ルー シー と いう類人猿の

300 万"""'400 万年前の骨の化石が 立派に残 っ て い

て エ チ オ ピ ア の リ フ ト バ レ ー近 く で発掘 さ れて い

ま す。 エ チ オ ピ ア は ま た， 非常に古い歴史 を も っ

て い ま す。 モーゼの十戒や旧約聖書に も 書かれ て

い ま す。 ま た皆 さ ん ご存知 の ソ ロ モ ン王 と シパ女

王の話 も伝説 と し て残 っ て い ま す。 こ の国 の歴史

は こ の よ うにた いへん古 く か ら 記録が 残 っ て い ま

す。

こ の 国は ア フ リ カ 大陸の 中 で陸の孤島 の よ うな

と こ ろ に位置 し て お り ， 外 国 か ら 伝 え ら れ た 文

化 ・ 宗教はエ チ オ ピ ア 社会 の な かで反すう さ れ，

文化や社会 が際 成 さ れ て し 、 く 過程が あ り ま し た。

実 は こ れは極東に位置 し 海に閉まれ た 日 本に も 地

勢学上似て い る と こ ろ が あ る の では な いで し ょ う

か。 そ うい っ た と こ ろ が 実 は こ の 国 を 私に と っ て

大変魅力 的 な も のに し て い る 点 だ と 思 い ま す。

エ チ オ ピ ア と い っ て も 一口で語 る こ と は で き ま

せん。 東側は半砂漠地帯です し ， 北部は高度 2400

メー ト ル程度の 高地， 京都大学の研究者が よ く フ

ィ ール ド と し て い る 地域は南部側か ら 南西部の あ

た り に位置 し て い ま す。 こ の三つの地域は 自 然条

件， 居住す る 民族， 社会条件の点でかな り 違っ て

い ま す。 も うひ と つ興味深 いの はエ チ オ ピ ア が ナ

イ ル川の主な源流の一つだ、 と いう こ と です。 ナ イ

ル川の 60 ---70%の 水 は エ チ オピア を 水 源 と し て

い る と いう こ と です。

エチオピアの「貧しさJ

それではなぜ経済格差が こ の よ うに大 き く な っ

て し ま っ た の か と いう点ですが ， 近代史のなかで，

エ チオピア は常に紛争 と 内乱に明け暮れ て ， 国 民

の生活に焦点 を 当 て た政策が と ら れて い な かっ た

こ と が あ り ， そ の た め経済 は停滞 し ， 農村は疲弊

し て い っ た ， と 私は考 え て い ま す。 エ チ オ ピ ア に

やっ と 平和が訪れ た の は ， 私の赴任す る 7カ 月 前

の 2000 年 1 2 月 エ リ ト リ ア と の和平協定を 締結 し

て以降の こ と です。

エ チ オピア の貧困の原因につ い て も うす こ し 詳

し く 分析 し ま す と ， 2000 年 ま でエ チ オ ピ ア と エ リ

ト リ ア で国境紛争を し て い ま した。 紛争 自 体が 大

問題な の は も ち ろ んですが ， 紛争に よ り 農民が兵

士に と られて し ま う し ， ま た政府の財政支 出 の な

かで軍事費が増 大 し て経済開発 ・ 貧困 対策に予算

が 回 ら な く な る ， 戦争はそうい っ た 多 く の マ イ ナ

ス の影響を社会に与え る わ け です。 ま た戦争を し
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ている国には国際社会は援助を止めてしまうし，

資本を投資しような どという外国企業もありませ

ん。 したがってエチオピアでは農村でも都市でも

産業が停滞してしまったわけです。

もうひとつ不幸なことにエチオピアは定期的に

早越に見舞われてきました。 ノーベル経済学賞を

受賞したセン教授によりますと， これまで8--10 

年に一度は食糧危機が起こっているそうです。 近

年農村地帯の土壌がますます疲弊しているといわ

れ， それに異常気象とあいまって今後さらに早魅

や食料不足の頻度が増してくる恐れもあります。

また政治・社会の安定に関わる要因としては， 大

部分の地方行政単位が民族集団を構成単位とする

ことが求められていることや 教育制度の改革に

よって急激に数が増えた学生の存在も挙げられま

す。 またキリスト教とイスラム教との対立問題が

将来浮上する可能性も低いとはし、え完全に否定す

ることはできません。

次に農業問題です。 都市から遠く離れた農村地

帯では86%の農民うちの60%がほぼ自給自足に

近い農業を営み， 主要殺類であるテフの生産量は

1ヘクタール当たり平均で0.7--1 .1 トン程度とか

なり粗放的な農業をおこなっています。 農村地帯

では生産量を上げようとすると， どん どん森林を

伐採して農地を拡大し収穫量を増大させていまし

た。 また燃料のない農民は伐採した木材を薪に利

用します。 数年農地として利用して生産性が落ち

てくると， それを放牧地にします。 そうすると放

牧されたヒツジが草を食べつくしてしまうので草

が生えてこなくなる。 このため土壌流出がおきて

肥沃な表土が流出してしまう。 エチオピアの農耕

地域は， あまり暑くないのですが， 太陽の日差し

が非常に強いので いち ど裸地になりそこに強い

日差しが入ると， 土壌構造が崩壊し強し、降雨によ

って肥沃な土壌が どん どん流出してしまうようで

す。 そのような土地の状況を至るところで見まし

た。 そういう点で・エチオヒ。アでの森林と土壌の保

全は大変重要な課題だと思っています。 したがっ

て， 今， 土地生産性と労働生産性を念頭においた

集約的農法の導入が求められています。

それから彼らの農村地帯での財産は家畜です。

家畜は冠婚葬祭の際に売却したり贈与したりする

重要な財産です。 小さな早越のときはそれを売っ

て食料を得ることができますが， 大早魁が発生す

ると家畜も一緒に死んでしまい， 財産が全くなく

6 JANESニュースレター NO.14 

なってしまう。 このような干越と大飢僅が古来よ

り定期的にエチオヒ。アを襲って農村地帯の資本の

蓄積や発展がほとん ど見られなかったようです。

またエチオピアは社会主義的な制度が一部残っ

ていて， 土地は固有とされています。 農民は耕作

権しかないため， あまり熱心に土地の維持管理を

しないとも言われ， これも農村疲弊のひとつの要

因だと考えられています。 また， 多くの地域では

市場へのアクセスが困難で， 車が通る道路まで半

日かかる地域はざらです。 貨幣経済も十分に浸透

していません。 私が北部のある地域に行った時に

は地方の中規模な市場で物々交換をしている多く

の人びとを見ました。 そういう点で各農家は農業

生産性を向上させ， 余剰生産物を市場に売り， 現

金収入を得るようなメカニズムを作ることが大切

です。 さらに飢健のときは食糧援助によって助け

られるわけですが， 農産物の価格は不作でも豊作

でも常に低く抑えられてきたため， 農民の生産意

欲は失われ， 生活は常に貧しいままになっていた

といえます。

次に都市の問題について述べます。 エチオピア

では社会主義時代を通じて多くの国営企業が存在

し， なかなか民営化が進まず経営も非効率で、あっ

たと言われています。 また社会主義的な見えない

ビジネス上の障壁が今も多く残されており企業家

の進出意欲を削し、でいます。 また社会主義時代に

外国企業を国が接収してしまったため， その苦い

経験と思い出が海外企業の進出を妨げているとも

言われています。 国内市場は人口の害1Iに購買力が

きわめて小さいです。国境地帯では密貿易も多い。

日本の民間企業によれば， まじめに生産活動をし

ても規模の点， 価格の点で密輸入品とはとても競

争できないという話もありました。 またエチオピ

アの優秀な人たちは海外で勉強しても自国には職

がなく， 賃金も安いのでエチオヒ。アには戻ってこ

ない。 いわゆる「頭脳流出J してしまうことも大

きな問題のひとつでしょう。

またコーヒーについてですが， 先ほ ど申し上げ

たとおり国際市場での価格が暴落して， いま日本

のスーパーマーケットで1キロ当たり約1000円

で売られているものは， 農民の手取り(庭先価格)

が0 .8--0 .9ド、ル程度と以前の半 分近くに減ってし

まっています。 一部の農民たちはコーヒーから別

の作物， 例えばチャットという軽い覚醒作用をも

っ晴好品作物への転換を図っています。



アフリ力の新しい勤き

日本ナイル・ヱチオピア学会第13回学術大会 公開シンポジウム

体験を通じて学んだことをもう一!支終局!して11]し

エチオピアの例を見てもわかるように， アフリ

カはたいへん厳しい状況にありますが，21世紀に

なって新たな!助きもでてきました。 これはアフリ

カ統一機梢(OAU)からアフリカ連合(AU)への

機構の移行です。 OAιは1963年に設立されアフ

リカのJili，m:と残存植民地の解放を目指していまし

たが， その役割を終えたということで， 新たにEし

のような機怖を念頭に置いたAしが設立されまし

た。2002年に開催された設立式典総会に私も参加

しましたが，たいへん熱気にあふれるものでした。

夢は大きく， 議会や最，:':i裁判所， 安全保障理事会

のような機能を新たに加えた大改革案をつくると

いうものですが， 機能を大きくすればするほど費

Hlがかかるわけで， アフリカ各国は貧しくてとて

もその狩HJを拠出できそうもない， としづ矛盾も

他えています。

また|丙lじn年月HこNEPAD(Ncw Partncrship for African 

Dcvclopmcnt)という， アフリカ人自身がオーナー

シップをもって自分たちの手でアフリカを開発し

ようという計耐をアフリカのリーダーたち(南ア

フリカのムベキ， ナイジエリアのオパサンジョ， セネガ

ルのワット大統制など)が合.画し， そのプログラム

を発表しました。 このような動きに先進各国も前

向きに対応しようとしてし、ま寸ー。

ちょうど同じころ に国連が MDGs(Millennium

Dcvclopmcnt Goals)を策定しました。 これは貧困を

20日年までに半分にしよう， つまり食糧不足人口

を半分にしよう， 小学校には全員就学させるよう

にしよう， という具体的なターゲットを掲げた貧

凶削減プログラムを提唱したものです。 現在， 先

進国側がこの目標の達成をH指して協力を開始し

ているところです。また2000年以降のG8サミッ

トでもアフリカ問題がかならずテーマのひとつと

してあがっています。

そのような流れの中で日本は昨年TICAD (アフ

リカ閲覧にtí'Jけた東京凶際会議)の第3回目を開催し，

これからのアフリカ支媛へ積械的な対応をすると

約束しております。 また新しいJICAも緒方さん

をお迎えして現場主義・人間の安全保障・復興支

媛などをIMIにアフリカへの俊助を強化しようとい

う方IÎiJで動いています。

まとめーいま開発に求められるもの

最後になりましたが， 自分自身のアフリカでの

上げたいと思います。

まず開発には政治的な安定(、|市lや民主化)が不

可欠だということです。 紛争や政治的な混乱があ

るところに国際俊助をしでもなかなかうまくいき

ません。 しかも紛争や混乱がどれだけ社会的弱者

を苦しめているのかという点が私の心をひどく捕

めました。シカゴ‘大学のドナルド・レピン教授は，

日本とエチオピアが歴史的に類似しているのに，

なぜ日本は発展してエチオピアは発展しなかった

のかという点lこついて論文で触れています。 教授

は日本が終戦後の50年間，政治的に安定し常に平

和で、あったのに対して， エチオピアは常に紛争と

内乱と混乱の中にいたことがエチオビアの発展を

遅らせた最-大の原因ではなし、かと指摘しています

が， それほどに政治的な安定と紛争防11:， 平手n情

築が開発にとって大事なわけで、す。

二番目の点で、すが人道援助は人IIIJの安全保附の

視点からたいへんに重要であり， とくに緊急支援

としては必要不可欠です。 しかし人道媛助を長く

続けると被災民の自立的な発肢を損なう恐れがあ

ります。 夜、もソマリア国境の難民キャンプを訪れ

たことがありますが， そのとき難民たちへの支媛

でUNHCRは一生懸命仕事をしていました。 とこ

ろがUf\iHCRの所長に話を聞くとf難民の数が減

ったのでUNHCRは手を引きたいと思っている。

しかしこの地域の人々は援助に依存してしまって

自立する意欲がみられない。 UNHCI�がでていく

と小学校の先生への給料も払えない等プ3ロジェク

トの維持管理ができ なくなるといわれるの で

UNHCR も引くに引けなしリと俊助の難しさを語

っていました。 また先ほど申し上げたとおり人道

援助のもうひとつの課題である食蹴援助も， 長期

的に続けると農民の生産怠欲を削く�..}誌をäなする

必要があるわけで‘す。

三番円の点ですが， 開発援助の同僚はその援助

により直接具体的な成果をあげることだと思いま

すが， 更に本当の目的はそのプロセスを通じて，

社会のシステムが向上することにあると思います。

つまり人間開発(human dcvclopmcnt)であり， また

当該国の実情に沿った組織・iH1l皮の改善であると

も言えます。 開発媛助がうまくいった， し、かない

とし、う議論がありますが， 本当に主要なのは援助

を通じてその社会のシステムが強化され， エンパ

ワーされることにあると思っています。 そういう
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点でわれ われの仕事は途上国社会にしっかりと

足・腰を据えて長期的な対応をしてL、く必要があ

るでしょう。

四番目ですが， アフリカ貧困問題の解消を目標

とするプロジェクトの場合， コミュニティ支援の

視点を忘れてはなりません。 直接の稗益対象はコ

ミュニティまたは社会的弱者にしぼるのが望まし

い。 技術協力の実施段階でいわれる， 先方の上流
中枢部に技術指導し， その上流部から先方の下流

の実務組織にその教えが伝わっていくというトリ

ックルダ‘ウンセオリーは政府の機能が脆弱なアフ
リカでは通用しない， と思いました。 コミュニテ

ィとの対話は不可欠です。 その意味で「まなぶ・

かかわる・っくりだすJ， この姿勢がたいへん重要

だと思っています。 アフリカの伝統的農村社会は

政府の行政システムとのかかわりが簿く， 社会を

実効的に支配している規範や有力者はその伝統的

なコミュニティにむしろあるのではないか， と考

えられます。 そうしづ社会にわれわれが援助でか

かわるとき， 中央政府経由で地方行政システムと
やりとりしてしまいがちですが， その行政システ

ムは形としてはあるのですが 実効力がないため

援助の成果が薄いものになってしまいかねません。

そのためコミュニティとのかかわりあいがアフリ

カの場合非常に大切なわけです。

五番目は， アフリカのように農業が住民の主要

な生活基盤である地域では土地の管理がもっとも

大切です。 粗放農業・森林伐採・過放牧は肥沃な

土壌を痛め表土を流出させ， もっとも重要な生産

手段である土壊を疲弊させます。 土壌流出は自然

破壊(環境問題) に結ひ'つきます。 さきほど人材の

ところで頭脳流出といいましたが， 土壌に関して

は土壌流出という， たいへん深刻な問題があるの

です。

六番目ですが， オーナーシップと志気(意欲)

は援助の受け手の受容能力のうちもっとも重要な

要素だということです。 みなさんが勉強するとき

にやる気があることが一番大切なのと同じように，

コミュニティが援助を受けてやる気を起こすこと

が大切なことだと思います。 いまアフリカが貧困

の悪循環から抜け出していくためには， 立派なリ

ーダーの下， 改革への意欲をもって自助努力する

ことが非常に大切です。 それにあわせて国際社会
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の支援も不可欠です。 いまの状況ではアフリカだ

けで自ら解決することは容易ではない， そういう

認識をもっています。

七番目は， いま国際社会が援助協調の方向へ動

いているということです。 各ドナーが一国だけで

できることはたかがしれています。 援助の成果・

効率を高めるために援助協調は重要です。

八番目に， 農村の問題と同じように大事なのが

都市の問題です。 経済成長を5 "-'1 0%に維持し，

経済発展させるには， 都市での民間企業活動を活

性化させることが不可欠です。 そうすれば雇用の

機会が増加し， 都市の失業者・農村の余剰労働者

等多くの人びとが仕事につくことができるし， そ

の生産物は国内市場で売ることができます。 経済

発展の原動力は民間の企業活動の活性化にあると

私は思っております。 ところがアフリカへの外国

投資は微々たるものです。 外国から流入するお金

の8 0%ぐらいはODAなのです。しかしODAは民

間企業の活性化には間接的にしか機能しません。

アジアの場合は，全外国投資の20%ぐらいがODA

で主役は民間投資です。 アフリカが経済的に発展

しない大きな理由のひとつはこの点にあると思い

ます。 民営化があまり進まない， 外国資本にとっ
て魅力がない， 国内資本は育っていない， 囲内マ

ーケットの購買力はない， そういう点が非常に大

きな経済の足かせとなっています。 では ODA と

しては どうすればいいのかというと， 民間投資を

促進するため ビジネス環境を どう整えるか， また

ビジネス活性化のための刺激剤， いわば触媒機能

のような役割としてもっと活用できないものか，

と私は考えています。

最後に九番目です。 何度もお話してしまうので
すが， フィールドワークの現場で「まなぶ・かか

わる・っくりだす」が大事であるように援助の実

施においても， このプロセスを大切にすること，

これはたいへん重要だと思っております。 これは

私流にいえばact locally ということです。 そして

このプロセスを通じてグローパルな視点にたって

知見を概念整理する， こういうことが自分にとっ

ての関心事です。つまりact locally， think globally， 

と言うことでしょうか。 これが私の最近のキーワ
ードです。

ご静聴ありがとうございました。

(いはら・ひろよし/前ヱチオピア大使・JICA監事)


